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研究要旨 頚椎 OPLL全脊柱 CTレジストリに登録された患者データを活用し、脊

柱靭帯骨化の画像的重症度と臨床症状の関連を調査した。びまん性特発性骨増殖

症（ＤＩＳＨ）は脊柱靭帯骨化の一病型であり、後縦靭帯骨化（ＯＰＬＬ）と比

べ臨床症状への影響はいまだ分かっていないことが多い。ＤＩＳＨの併存で臨床

症状の特徴を有しているかを詳細に調査した。239例中 107例（44.8％）が DISH

を有し、DISH の頭尾側の伸展の程度によって腰椎機能が悪化することが分かった。 

 

Ａ．研究目的 

前方視的に頚椎 OPLL 全脊柱 CT レジスト

リに登録された患者データを用いて、頚椎

OPLLで画像重症度の高い患者の臨床症状の

特徴を調査することである。 

 

Ｂ．研究方法 

全国１６施設２０１６年４月から２０１

７年１２月に受診した頚椎ＯＰＬＬ患者を

対象に基礎データ、ＪＯＡＢＰＥＱ、ＪＯＡ

ＣＭＥＱおよび全脊柱ＣＴデータを評価で

きた２３９例を対象とした。頚部痛や腰痛、

四肢の痛み・しびれのｖｉｓｕａｌ ａｎ

ａｌｏｇ ｓｃａｌｅを調査した。ＤＩＳ

Ｈの骨化重症度は、広がりをＤＩＳＨ分類

（Ｇｒａｄｅ１：Ｔ３－Ｔ１０内、Ｇｒａｄ

ｅ２：Ｔ３－Ｔ１０＋Ｃ６－Ｔ２もしくは

Ｔ１１－Ｌ２まで、Ｇｒａｄｅ３：Ｃ５もし

くはＬ３以遠まで連続）と定義した。ＤＩＳ

Ｈの有無、ＤＩＳＨ分類と臨床症状との関

連を調査した。 

尚これらのデータ管理や患者説明等の倫

理的な側面について、全施設の臨床研究倫

理委員会の承認をすでに受けており、規則

に従い施行した。 

 

Ｃ．研究結果 

頚椎ＯＰＬＬ２３９例中、１０７例がＤ

ＩＳＨを有していた。ＤＩＳＨ分類Ｇｒａ

ｄｅ１は２３例、Ｇｒａｄｅ２は６５例、Ｇ

ｒａｄｅ３は１９例であった。ＤＩＳＨ患

者ではＤＩＳＨを有していない患者に比べ

て有意に高齢で男性の比率が高く JOABPEQ

の腰椎機能が有意に悪かったが、その他の

項目では差が見られなかった。またＤＩＳ

Ｈ分類と JOACMEQ、BPEQ の各項目との相関

はなく、VAＳについても相関は見られなか

った。 

 

Ｄ．考察、 

 OPLL は脊柱靭帯骨化症の中でも脊髄障害

や神経根障害など重度の神経障害を呈する

ことが知られている。だが、前縦靭帯骨化の

架橋で知られる DISH は臨床上、神経や運動

機能への障害をきたすことは少なく、どの

ような影響を及ぼすか詳細に検証した研究

は少ない。今回の研究では、頚椎 OPLL患者

において DISH の有無で神経症状や痛みの
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程度は変わらないことが分かった。DISHは

全脊柱の形態や力学的荷重の変化を及ぼす

が脊髄や神経根などの神経組織に解剖学的

に直接影響しないためかと考えられた。 

また DISH 患者において腰椎機能の悪化が

見られたが、胸椎の骨架橋が存在する場合、

胸椎の可動性がなくなるため、DISH患者で

は頚椎もしくは腰椎に運動負荷が増大し、

腰椎機能が悪化したものと考えられる。今

後、対象を OPLL 患者に限らず悉皆性のある

患者データで DISH を有する患者の臨床症

状を検討する必要がある。 

 

Ｅ．結論 

頚椎ＯＰＬＬ患者に併存しうるＤＩＳＨに

より腰椎機能が損なわれることが分かった

一方、骨化病変が広がっても大きく悪化さ

せないことも分かった。 
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